
忍者

信楽焼
　

信
楽
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た

県
内
屈
指
の
観
光
地
。
中
世
か

ら
や
き
も
の
づ
く
り
が
続
く
こ

の
ま
ち
は
、
丘
陵
地
の
残
る
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
窯
跡
や
、
工
房

へ
続
く
細
い
坂
道
が
迷
路
の
よ

う
に
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
生
産
さ
れ
る
信
楽
焼

は
、
国
内
外
の
一
流
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
か
ら
も
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る
世
界
に
誇

れ
る
や
き
も
の
で
す
。

▲

窯元散策路（信楽）

▲登り窯（信楽）

きっと恋する六
ろっ

古
こ

窯
よう

平成30年2月1日 平成30年2月1日

　

市
で
は
、
忍
者
と
信
楽
焼
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

今
年
度
を
観
光
飛
躍
の
年
と
し
、
観
光
を
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
た
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
初
め
て
１
年
間
の
外
国
人
観
光
客
の
訪
日
数
が
２
８
０
０
万
人
を
超
え
、

２
０
２
０
年
に
は
世
界
中
の
注
目
を
集
め
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
て
い
ま
す
。
国
を
挙
げ
て
の
観
光
ム
ー
ド
が
高
ま
る
中
、
甲
賀

市
が
観
光
で
打
っ
て
出
る
そ
の
理
由
に
つ
い
て
迫
り
ま
す
。

　

日
本
政
府
観
光
局
が
１
月
に

発
表
し
た
平
成
29
年
１
月
～
12

月
の
訪
日
外
国
人
旅
行
客
数
は
、

約
２
８
６
９
万
人
（
平
成
28
年

計:

約
２
４
０
４
万
人
）
と
な
っ

て
お
り
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者

（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
は
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

リ
ア
ル
忍
者
を

求
め
て

　

甲
賀
忍
術
研
究
会
や

甲
賀
流
忍
者
調
査
団
（
団

長:

磯い
そ

田だ

道み
ち

史ふ
み

氏
）
の
調

査
に
よ
っ
て
忍
者
の
末
裔

や
古
文
書
等
の
史
料
が

発
見
さ
れ
、
甲
賀
武
士
の

山
城
や
、
修
験
道
の
行
場
、

現
存
す
る
忍
術
屋
敷
の
存

在
と
あ
わ
せ
て
、
リ
ア
ル

な
忍
者
の
痕
跡
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

旅
行
者
に
本
物
の
忍
者

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
限

ら
れ
た
地
域
が
こ
こ
甲
賀

市
な
の
で
す
。

外
国
人
旅
行
客

の
急
増

　

県
内
の
観
光
客
数
は
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
外
国
人
観

光
客
数
は
、
平
成
26
年
は
28
万

人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
27

年
は
47
万
人
ま
で
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
観
光
客

滋
賀
県
と
本
市
の
状
況

　

市
内
に
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
る
と
、
飲
食
店
や
土

産
物
店
、
宿
泊
、
交
通
機

関
な
ど
の
業
種
が
栄
え
る

ほ
か
、
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
が
に
ぎ
わ
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
観
光
は
一
つ
の

産
業
分
野
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
地
域
外
か
ら
の
観
光
客

が
使
用
し
た
お
金
を
市
内

の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
産
業
に

つ
な
げ
て
い
き
、
高
い
「
経

済
波
及
効
果
」
を
生
む
こ
と

が
で
き
る
総
合
産
業
な
の
で

す
。
人
口
減
少
で
地
方
が

縮
小
し
て
い
く
現
代
に
お
い

て
非
常
に
重
要
な
分
野
と
い

え
ま
す
。

観
光
は

総
合
産
業

　

観
光
は
、
多
く
の
産
業
に
波
及
効

果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
仕
事
が
増
え
、
売
上
が
増
加

す
る
と
、
雇
用
が
生
ま
れ
ま
す
。
税

収
も
増
え
る
こ
と
で
、
質
の
高
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
の
働
き
方
に

も
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
今
、
急

速
に
発
展
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
情
報
通

信
技
術
の
発
展
に
伴
う
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
個
人
が
保
有
す
る

遊
休
資
産
の
貸
し
出
し
を
仲
介
す

る
サ
ー
ビ
ス
）
等
と
も
つ
な
が
っ
て
、

空
家
の
活
用
に
よ
る
賃
貸
収
入
や
、

ス
キ
マ
時
間
や
技
能
を
生
か
し
た

ガ
イ
ド
業
な
ど
個
人
の
手
の
届
く

と
こ
ろ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

広
が
っ
て
い
ま
す
。

広
が
る

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　

昨
年
、
忍
者
と
信
楽
焼
は
そ
の
背
景

に
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
の
歴
史
や
文
化
性

が
評
価
さ
れ
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
認
定
を
受
け
、
市
で
は
、
ス

ト
ー
リ
ー
を
構
成
す
る
文
化
財
の
磨
き

上
げ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

忍
者
に
関
係
す
る
取
り
組
み
で
は
、
山

林
と
化
し
て
い
た
山
城
の
活
用
に
つ
い
て

樹
木
の
伐
採
や
、
説
明
看
板
等
の
設
置
、

忍
者
ツ
ア
ー
を
案
内
で
き
る
ガ
イ
ド
を

育
成
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
の
資
源
が
、
日
本
遺
産
に
新
た
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内
に
新
た

な
集
客
地
点
が
生
ま
れ
、
既
存
の
観
光
地

も
周
遊
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と

で
そ
の
存
在
感
が
増
し
、
こ
れ
を
活
用
し

て
今
ま
で
に
な
か
っ
た
よ
う
な
観
光
プ
ラ
ン

が
展
開
で
き
ま
す
。
関
連
文
化
財
に
関
わ

ら
れ
て
い
る
皆
さ
ん
と
官
民
一
体
で
、
新
し

い
観
光
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

日
本
遺
産
の
活
用

▲飯道山の護摩修行（信楽）

▲

多羅尾代官陣屋跡（信楽）

▲

油日神社（甲賀）
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観
光
ビ
ジ
ネ
ス

オ
ー
ル
甲
賀
で

チ
ャ
レ
ン
ジ豆知識

世界の「Ninja（ニンジャ）」
認知度はほぼ100％
　平成28年に、本市も参加する日

本忍者協議会が世界10カ国で「忍

者グローバル調査」を実施したとこ

ろ98.7％が「Ninja」という言葉を

聞いたことがあり、63.1％の人がま

だ存在していると回答しました。

2月は忍者月間
２月の忍者月間に、本市もさまざまな
イベントを実施します。

�

甲
賀
忍
者
が�

�

聖
地
を
清
め
る

　

甲
賀
の
忍
が
聖
地
「
油
日

神
社
」
で
境
内
を
清
掃
し
、

心
の
修
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
：�

２
月
１
日（
木
）�

�

10
時
～
11
時
30
分

�

忍
者
特
別
番
組
の
放
送�

�

（
び
わ
湖
放
送
）

　

甲
賀
忍
者
の
姿
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番
組
を
放
映
し
ま
す
。

日
時
：
２
月
18
日（
日
）
18
時
30
分
～
19
時

忍
者
の
日
特
別
給
食

　

市
内
の
幼
・
保
・
小
・
中
で
忍
者
の

日
特
別
献
立
で
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
：
２
月
22
日（
木
）

※�

大
阪
や
東
京
で
も
甲
賀
忍
者
プ
ロ
モ
ー�

�

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

観光資源～日本遺産～

数
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
平
成
27
年
の

外
国
人
観
光
客
数
４
万
１
千
人
は
、
県
全

体
の
１
割
に
満
た
な
い
数
値
で
す
。
し
か

し
、
年
々
増
加
し
て
い
る
中
、
本
市
に
お

い
て
も
観
光
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
広

が
っ
て
い
ま
す
。

H23年 H24年 H25年 H26年 H27年
0

観光客数
（万人）

甲賀市の観光客数の推移

資料：「滋賀県観光入込客統計調査」
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H23年 H24年 H25年 H26年 H27年
0

観光客数
（万人）

うち外国人観光客数の推移

資料：「滋賀県観光入込客統計調査」
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